
等加速度運動

２．５．１ （１次元）

２．５．２ （２次元）
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重力：一定の力の例（前回の復習）

• 地上の質量 m の物体

→  F=mg の力が働く。

g＝重力加速度

＝ 約 9.8 m/s2

m

F=mg

a=gの等加速度運動
向きは鉛直下向き
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力が一定：等加速度運動

maF =

∫= adtv

∫= vdtx

一定==
m
Fa

00 ,0 vvxxt ==⇒=　　

初期条件

0vatv += 00
2

2
1 xtvatx ++=

3工学院大学の学生のみ利用可：印刷不可：再配布不可 (C)加藤潔 2012



物理的な考え方のポイント

現象の記述（ふつうの言葉）

数学的な記述
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応用例（類題２ p.30）

hgtx +−= 2

2
1

0vatv +=
00

2

2
1 xtvatx ++=

高さｈから質点を初速０で
落とす。座標はｘ軸上向き，
地上をｘ＝０とする。
ｘ，ｖの式を求めよ。

hxvga ==−= 00 0

gtv −=

x
hx =

0=x
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応用例（類題３ p.30）

gtv −=

hgtx +−= 2

2
1

ghgtv 2−=−=

地上に落ちる→ 高さ０
→ ｘ＝０ となる

g
hthgt 2

2
10 2 =⇒+−=

hx =

x

0=x

（つづき）地上に落ちる時
刻と，そのときの速度は？
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２次元の場合

• 地上で斜めに質点を投射

水平方向＝ｘ， 鉛直方向＝ｙ

• ＜考え方＞ x 方向と y 方向は独立に扱っ
てよい。
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２次元の場合

x

y

初期位置
(x,y)=(0,0)  

初速度
大きさ V 、角度θ  

x 方向：
加速度 ０
y 方向：
加速度 -g

力

t=0 ：初期条件

mgF −=

θ
V

θsinV

θcosV
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放物運動

等加速度運動
の公式を適用 0vatv +=

00
2

2
1 xtvatx ++=

x 方向 y 方向

0,cos,0 00 === xVva θ 0,sin, 00 ==−= yVvga θ

⎩
⎨
⎧

=
=

tVx
Vvx

 θ
θ

cos
cos

⎪⎩

⎪
⎨
⎧

+−=

+−=

tVgty

Vgtvy

 
2
1 2 θ

θ

sin

sin
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放物運動

x

y

),( yx

軌道：時刻 t を消去し
て x,y の式とする

xx
V

gy θ
θ

tan
cos2

2
22 +−=

飛距離 Ｌ
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飛距離Ｌを求める（例題２．３ p.31）

⎪⎩

⎪
⎨
⎧

+−=

=

tVgty
tVx

θ
θ

sin
2
1

cos
2

tVgt θsin
2
10 2 +−=

g
Vtt θsin20 ==

g
VVLx θθ sin2cos ×==

求めたｘ，ｙの式を使う

地上に落下するとは？

→ｙ＝０になるということ

落下時刻が決まる

時刻ｔをｘに代入すると
飛距離Ｌとなる
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放物運動の飛距離

飛距離

g
VL θθ cossin2 2

=

三角関数の倍角公式 θθθ 2sincossin2 =

Vを一定としたとき，

どの角度で投げたら
飛距離が最大となる
か？

θ2sin の最大値は１ （2θ＝90°のとき）

θ=45°で飛距離最大
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